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平成29年度 水稲作柄現地調査報告書

平成29年9月
一般社団法人 北海道米麦改良協会

【調査月日】 平成29年8月23日㈬～25日㈮
【調 査 先】
◎道南班：当別町・蘭越町・道南農業試験場・北斗市・厚沢部町・今金町・厚真町・長沼

町・中央農業試験場（水田農業G）
◎道央・道北班：美唄市・新十津川町・妹背牛町（共励会直播 最優秀賞圃場）・深川市・

小平町・名寄市・士別市・上川農業試験場・旭川市（含共励会生産G 最優秀賞
圃場）・東川町・中富良野町
（各市町の圃場は、現地奨決圃場を中心に調査）

【参加人数】 約60名（部分参加含む）
【総合検討会】平成29年8月25日㈮ 空知農業会館 4階大会議室

1．各地区における作柄概況に
ついて

⑴ 道南班
【石狩地区】

GPS

写真1 作柄調査の様子
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【後志地区】

【渡島地区】

写真4 登熟期の「ふっくりんこ」
写真2 作柄調査の様子

写真3 良食味疎植栽培試験圃の様子 写真5 「ななつぼし」の密苗栽培
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【檜山南部地区】

【檜山北部地区】

写真7 作柄調査の様子

【胆振日高地区】

写真6 登熟期の「ふっくりんこ」
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【空知南西部地区】

写真9 圃場視察の様子

⑵ 道央・道北斑

【空知中央部地区（美唄市、新十津川町）】

写真8 登熟期の「ゆめぴりか」

写真10 奨決圃場の視察調査

写真11 奨決圃場の「ゆめぴりか」
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【空知北部地区（深川市）】

写真12 共励会最優秀賞受賞者の「ほし
まる」直播圃場

写真13 奨決圃場の「ゆめぴりか」

【留萌地区】

【上川地区北部（名寄市、士別市）】 写真16 奨決圃場の視察調査

【上川中央部（旭川市）】

写真14 奨決圃場の視察調査

写真15 奨決圃場の視察調査
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【上川南部（東川町、中富良野町）】

写真21 奨決圃場の視察調査

2．総合検討会における協議事
項について

⑴

⑵

写真17 奨決基本調査圃場の視察調査

写真18 奨決圃場の生育

写真19 共励会最優秀賞受賞者の圃場視
察調査
JA

写真20 奨決圃場の視察調査
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⑶

⑷

⑸

⑹

⑺
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水稲収穫後のほ場管理

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 農業研究本部
中央農業試験場 農業環境部環境保全グループ 主査 塚 本 康 貴

1．稲わらの搬出

C N

t
a

2．いもち病発生ほ場での稲わ
ら処理

3．透排水性の改善
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（図
1）

（図2）

図1．収穫後のほ場管理のポイント

図2．排水不良ほ場における土壌断面の
特徴（水田）
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（写真1）

（写真2）

（写真3）

（写真4）

4．あぜの補修など

写真1．無材暗きょ施工機「カットド
レーン」の外観

写真3．暗きょ清掃用施設「集中管理孔」

写真2．表面排水は溝掘りで 写真4．暗きょ管の清掃状況
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（写真5）

5．土壌診断

写真5．あぜの補修
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「北海道 稲作に挑戦する人々」その5

磯谷郡蘭越町字共栄 大 友 健 氏

1．はじめに

JA

（図
1）

（写真1）

2．「らんこし米」の由来

3．「らんこし米」ブランドの
更なる飛躍に向けて

�

JA

JA図1 地区別の低タンパク米集荷率

写真1 「ゆめぴりか」地区コンテスト
金賞受賞
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（写真2）
a

JA

4．大友氏の生産状況
� �

�
�

� �
�

（図2）

N a N
a N a

GPS
（写真3、

図2 後志の気象条件

写真2 フェロモントラップを活用した
カメムシ予察
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写真4）
a

5．大友氏のコメント

6．普及センターの意見

（写真5）

写真3 ラジコンヘリによるケイ酸資材
の散布

写真5 普及センターによる個別経営巡回

写真4 GPSガイダンス機能つきトラ
クターでの代かき作業
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小麦の雪腐病防除について

1 過去の雪腐病発生状況

2 発生しやすい菌種を確認し
ましょう

（図1）

3 菌種と薬剤の残効に応じた
薬剤防除を

表2

図1 発生ほの病原菌種別発生割合
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⑴ 雪腐黒色小粒菌核病・雪腐大粒
菌核病

F F
F

⑵ 雪腐褐色小粒菌核病・褐色雪腐病

F F

F
テブコナゾール水和剤Fを散布

すると褐色雪腐病の発生を助長する場合があ
るため、褐色雪腐病が問題となる地域では、
シアゾファミド水和剤Fによる防除を行う必
要があります。

表1 雪腐病の菌種の特徴と対策
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表2 残効が長い薬剤と、残効の目安となる散布から根雪始までの降水量
（平成26年北海道普及推進事項）

表3 表2の殺菌剤を使用した場合の各地域における防除時期の目安
（平成26年北海道普及推進事項）
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防除価とは、無防除区における発病度
を100とした場合の、防除区の効果の程
度を示す指数。防除価が高いほど効果が
高い。

⑶ 本技術の活用にあたっての注意
事項

①

② L
a

③

4 耐雪性には品種間差があり
ます

（表4）

表4 秋まき小麦各品種の耐雪性
品 種 名 耐雪性の強弱

・耐雪性は、雪腐褐色小粒菌核病に対す
る耐病性検定結果に基づき評価してい
る指標
・（ ）は品種登録時の評価

5 防除適期を逃さないための
準備

（写真1）

写真1 枕地の溝切り

6 無人ヘリコプター使用時は
法令と安全対策を再確認しま
しょう

g

「産業用無人ヘリコプターによる病害虫
防除実施者のための安全対策マニュアル
［平成28年版］は、一般社団法人農林水
産航空協会のウェブサイト
http : //mujin-heri.jp/index2.htmlで閲覧
することができます。
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7 今後に向けて～連作回避の
重要性～

写真3
写真3 前作物の違いで雪腐病の発病程

度に差が生じた事例

写真2 ラジコンヘリを使用した雪腐病
防除
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【海外視察報告】

国際学会「第13回国際コムギ遺伝学シンポジウム」に参加して

北海道立総合研究機構農業研究本部 北見農業試験場
研究部 麦類グループ主査 （育種） 神 野 裕 信

1）シンポジウムの概要 Web http : //iwgs
2017.boku.ac.at/program/

2）シンポジウムの主な講演内容
⑴ 育種法に関する研究発表

国際便からみたドイツ上空の風景（4月21日撮影）
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⑵ 耐病性に関する研究発表

① 赤かび病抵抗性に関する情報
QTL

BS AS DL

QTL

BS FHB
FHB

FHB

AS DL

会場「Donaubium」外観 講演の様子
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Rht-D
Rht-B

Rht-B

② なまぐさ黒穂病に関する情報

Dr. Jianli Chen
Dwarf

Common Bunt

QTL

Common Bunt Dwarf Bunt

Biennial International Workshop
on the Smuts and Bunts

⑶ ポスター発表

ポスター会場（仮設テント）

左側のポスターが報告者の発表。ポス
ターを熱心にみている方はフランスの種
苗会社の小麦育種担当者。
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3）おわりに

会場付近では朝市が開かれ地元のボラン
ティアによる演奏もみられた

北海道 米 麦 改 良第130号 23



会報誌「北海道米麦改良」はホームページでもご覧になれます。
http://www.beibaku.net/

http://www.beibaku.net/ 　　　　

稲作

麦作


